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目黒　純一

　学校法人熊本学園　理事長

園田　昭人
弁護士 熊本共同法律事務所所長 ノーモア・ミナマタ

国賠等訴訟原告代理人 熊本大学法学部客員教授

田㞍　雅美

熊本学園大学水俣学研究センター 研究員

中山　裕二

水俣病被害者の会 事務局長

一期﨑　充
公益社団法人水俣・津奈木シルバー人材センター 事務

局長

坂本　峰至

国立水俣病総合研究センター 所長特任補佐

鎌倉　尊信

熊本日日新聞社編集局統合編集本部

滝下　昌文

水俣市立水俣病資料館語り部　若かった患者の会 会長

井上　ゆかり

熊本学園大学水俣学研究センター 研究員

小柴　一良
公益社団法人日本写真家協会会員、一般社団法人自由

ジャーナリストクラブ会員

中地　重晴
熊本学園大学水俣学研究センター センター長

社会福祉学部　教授

実川　悠太

水俣フォーラム　理事長

2026 木村　孝文

1月8日 秋津レークタウンクリニック　理事長

花田　昌宣

熊本学園大学水俣学研究センター 顧問

12 12月11日
水俣病の経験から熊本の地下水のPFAS（有機フッ素化合

物）汚染を考える

13 12月18日 私たちにとってのＭinamataを考える

14

15 1月22日 水俣病と水俣学の将来展望

水俣にかかわって、水俣から学んだこと

10 11月27日 DVD上映

11 12月4日 水俣と写真

ライブ配信はございません

6 10月30日 メチル水銀の胎児影響

11月20日 水俣学アーカイブのエチカー水俣学研究センター設立20年

7 11月6日 「環境行政の原点」はどこに…

8 11月13日 先生たちとの思い出

9

10月16日 まもなく50年　水俣病とわたし4

5 10月23日 水俣市民をほめてください

10月2日
水俣病問題における司法の役割～水俣病第3次訴訟とノーモ

アミナマタ国賠等訴訟～
2

3 10月9日 水俣病の歴史と現在　胎児性水俣病患者は今

2025年度　第24期　水俣学講義　講義プログラム（予定）
毎週木曜3時限（13：00～14：30 ）1173教室（11号館7階）

1 9月25日 水俣は、一般職員である私に何を教えてくれたか
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